
 

 

 

 

 

 

多度津町 

若手職員ワーキング、懇談会 

第９回 まねきねこ課会議報告書 
 

 

 

 

 

 

◆日時  平成 29 年３月１日（金）  18：00～20：00 

 ◆場所  多度津町役場 

 ◆内容  計画素案の承認 

      ツールについての報告 

 

 ◆プログラム 

  １．開会 

  ２．検討内容１「戦略素案について」 

  ３．検討内容２「ツールについて」 

  ４．スタートリーフレットへのメッセージ募集・撮影 

 

 

 

 

平成 29 年３月 17 日 

 

 

 

 



 

 

 

■参加団体・若手町職員一覧 

 所属 参加人数 合計 

懇
談
会 

つながりプロジェクト 0 

4 名 

おいでまい町屋プロジェクト 1 

たどつまち歩きの会 0 

多度津さくら工房 1 

多度津町観光協会 1 

多度津商工会議所青年部 0 

多度津町教育委員会 0 

四国旅客鉄道株式会社多度津駅 0 

金剛禅総本山少林寺 1 

ナイスタウン出版株式会社 0 

株式会社 tao 0 

中讃ケーブルビジョン株式会社 0 

若
手
町
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

政策企画課 3 

17 名 

産業課 2 

総務課 2 

教育課 3 

町長公室 2 

住民課 1 

税務課 1 

福祉保健課 1 

建設課 1 

環境課 0 

上下水道課 1 

 

＊順不同 

 

  



 

 

第９回 会議の実施内容 

 

（1）会議概略 

 

■全体の流れ 

次  第 役割 実 施 項 目 

挨拶・開始あいさつ 事務局 ・最初ご挨拶 

・配布資料の確認（当日の流れ、ツール資料、戦

略素案 等） 

18：00～18：05 JP 総研 

資料説明 

当日及び今後の進行説明 

18：05～18：15 

JP 総研 

 

・会議までの経過をご説明 

・検討内容についてご説明 

・本日の流れについて 

検討内容① 

18：15～18：45 

ＪＰ総研 

事務局 

・戦略素案について 

→前回ご提示分からの変更点をお伝えします。 

検討内容② 

18：45～19：15 

ＪＰ総研 

事務局 

・ツールについて 

→ロゴマークを活用したツールの作成、ＷＥＢの進

捗状況をご説明します。 

 

メッセージ・写真撮影 ＪＰ総研 ・スタートリーフレット等のメッセージを書いていただ

きます。最後に写真撮影をさせていただきます。 

まとめ 

 

ＪＰ総研 

事務局 

・次回の実施について説明 

 

 

■会議の目的 

  〇戦略素案の承認 

  〇ツールの進捗確認 

  ○リーフレットメッセージの募集 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

第９回 会議まとめ 

 

 

（１）検討内容①「戦略素案について」 

戦略内のプロジェクトの表現方法等、前回提示した内容から変更している箇所について

説明を行う。 

意見を募り、会議での承認を得た。 

 

 

（２）検討内容②「ツールについて」 

タウンプロモーションにおける情報発信活動として、コンセプトに基づいたデザイン性

の高いプロモーションツールの作成があり、前回決定したロゴマークを活用したツールの

作成状況や、ＷＥＢサイトの進捗状況について説明を行う。 

 

   ＜プロモーションツール＞ 

    ・スタートリーフレット 

    ・のぼり 

    ・缶バッチ 

    ・名刺デザイン 

    ・ウェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

（３）リーフレットメッセージの募集 

スタートリーフレットのページ内に掲載する、町内外の人へ向けたメッセージを頂き、

まねきねこ課の全体集合写真の撮影を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回会議 総括 

 

（1）戦略素案について 

  これまでの会議で諮ってきたコンセプトやロゴ、各プロジェクトについてまとめた戦略

素案について、会議内での承認を頂き、大まかな流れが決定した。 

  今後は、推進体制など次年度以降の具体的な動きについても最終決定が必要となる。 

 

 

（2）ツールについて 

  WEB サイトやコンセプトに基づきデザインされた各ツールの完成イメージを共有し、

使用時を見据えた意見交換を行った。また、ウェアのツール作成として、若手職員ワーキ

ングメンバーが担当し、意見交換を行い会議全体の一体感へとつながった。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


